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群馬菱の実会だより 2008-2-4(月) 

「菱の実会ホームページ」のご案内 

① ・・・ ここをクリックすると、最新の会報「群馬菱の実会だより」が開きます。大きく、カラーで見られます。 

② ・・・ ＮＨＫ時計です（時刻はパソコンと同期）。右下の「nhk」をクリックすると、ＮＨＫサイトが開きます。 

③ ・・・ オリジナルの菱の実会カレンダーです。毎月発行（前月２０日前後）。プリントアウトしてご利用下さい。 

④ ・・・ 会報「群馬菱の実会だより」のバックナンバーは、ここからどうぞ。約１年間保存しています。 

⑤ ・・・ 菱の実会の活動計画と会則は、ここから見られます。 

⑥ ・・・ 「馬電」と「ＭＨＫ」のホームページにリンクしています。会社の「今」を時々チェックしてみては・・・。 

⑦ ・・・ アクセスカウンターです。開設以来の累計アクセス数が出ます。 

⑧ ・・・ 当月のカレンダーです。今日は何曜日かも表示。毎日が日曜日ではありません。 

⑨ ・・・ 最新のニューストピックスの見出しです。見出しをクリックするとニュースが開きます。情報収集にどうぞ。 

⑩ ・・・ 「ネット落語」です。折り紙つきの若手落語家による落語をお楽しみください。毎月更新しています。 

⑪ ・・・ 「パソコンサークル」のページです。サークルで学んだテクニックや活用術などを掲載しています。 

   なかでも、メンバー個人のホームページは一見に値します。 

⑫ ・・・ コーヒーブレークのコーナーです。「黒猫」をクリックすると、マウスにじゃれてきます。「オセロ」「五目」 

   「数独」「○×」の４種類のゲームも楽しめます。パソコンに疲れたら、気分転換にどうぞ。 

⑬ ・・・ セカンドライフに役立つインターネット上の各種サイトへのリンク集です。ためになること請合いです。 

１７８号 
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＜なぜか「鶴」が画面上を飛んでます＞ 
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http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/ 

菱の実会ホームページは、平成１７年９月開設以来尐しずつ内容を充実させ、会報の「菱の実会だより」

やパソコンサークルのページ、世の中の最新情報やお役立ちサイトへのリンク、ゲームや落語など、盛り

だくさんの内容でお届けしております。トップページから、その内容についてご案内いたします。 

このホームページにより、会報を郵送する費用が節約され、厳しい菱の実会の財政にも役立っております。 

ぜひペーパーレスの情報伝達にご協力をお願いいたします。新たにご協力頂ける方は、次のアドレスまで 

メールでご連絡頂ければ幸いです。ぜひご協力下さい。   hishinomigunma@air.ocn.ne.jp  

 

 

http://www18.ocn.ne.jp/
mailto:hishinomigunma@air.ocn.ne.jp


（２）No．１７８  
【 新入会員紹介 】 
    
 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

この度、１２月１５日付けをもって退職することになりました。 

昭和４４年に入社以来３８年と８ｹ月になりますが、２０年間を

馬電に、そして１８年間余りを三菱電機ホ－ム機器に出向し、

品質管理の業務に従事し、ここ３年余りを生産技術Ｇの一員と

して海外生産移管の関連業務と安全保障輸出管理を担当させて

もらい、貴重な体験をもさせて頂き充実した日々を過ごすこと

ができました。これからは健康に留意しながら家族との旅行を

計画しながら第二の人生に向けたライフステ－ジを作って生き

たいと思っています。又、加入にあたり諸先輩方々の経験を参

考にさせて頂きたく宜しくお願い致します 

 

このほかにも、次の方々が菱の実会に入会されました。 

小澤 永一 さん  群馬県伊勢崎市境 （１９年９月入会） 

高田 順一 さん  群馬県太田市新田木崎町 （１９年９月入会） 

長浜 俊雄 さん  群馬県太田市新田小金井町 （１９年１０月入会） 

藤生 恒男 さん  群馬県太田市鳥山上町 （１９年１０月入会） 

阿久沢 進 さん  群馬県伊勢崎市境女塚 （１９年１１月入会） 

稲井   透 さん  群馬県太田市中根町 （２０年１月入会） 

 

♪ 楽器・しませんか ♪ ・・・ ＯＢバンドへのお誘い 

 菱の実会のメンバー数人が、それぞれ自分の得意な楽器を持ち寄ってバンドを結成し、昨年４
月の菱の実会懇親会の場で初のお披露目をさせていただきました。その後練習を重ね、１１月
には馬電のふれあいフェスティバルにも参加し、イベントの盛り上げに一役買いました。 
バンドの名前は「プラチナ・グラン・パパ」（ＰＧＰ）。目下、第２ステージに向けてメンバーを募っ
ております。キーボード、エレキベース、メロディー楽器など、お得意の楽器でかまいません。
お気軽にメンバーに声をかけてください。お待ちしております。 

森尻  進 さん （平成１９年１２月退職） 

 

 

 

≪≪雑雑記記帳帳≫≫   メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群） 
４月から、メタボリック健診・保健指導が始まります。健康は人生の宝物です。肥満がメタボの元凶。

この機会に、ダイエットして「メタボ退治」に取り組もうではありませんか。  

そこで、菱の実会おりこみ狂歌をひとつ。 

「ひ」・・・肥満体   「し」・・・脂肪溜まりて   「の」・・・脳軟化   「み」・・・未然に防ごう 

「かい」・・・介護施設行き       人生、介護されるようになったらおしまいと心得よう。 

ちなみに、「メタボ診断基準」を。 

① 腹囲（へそ周り） 男性８５ｃｍ以上、女性９０ｃｍ以上 

①に加えて、次の②、③、④の項目で２つ以上あてはまると、メタボと診断される。 

② 中性脂肪（１５０mg/dl以上）、ＨＤＬコレステロール（４０mg/dl以上）の、いずれか又は両方 
③ 高血圧（最高１３０mmｈg以上、最低８５mmｈg以上の、いずれか又は両方） 
④ 高血糖（１１０mg/dl以上）                             （篠崎 記） 

 



（３）No．１７８ 

【 会員投稿 】 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 ◇ ジミー没後５０年によせて（２）      

    

現在では見たいと思えばいつでもビデオをレンタルしてくれば視聴可能 

な便利な時代になったが、その分感動は尐なくなっている。当時、映画雑 

誌の｢スクリーン｣や新聞・ラジオによる「エデンの東」の評判にわくわくし一 

刻も早い太田での上映を待ち望んだ。その頃は、東京へ観に行くなんて 

時間もないし金もなしで考えられなかった。 

それから約６年が経過（昭和３６年４月）したころだった、太田市街のあち 

こちに「エデンの東」上映の予告ビラがベタベタと貼られた。上映映画館は 

大門通りの洋画専門（日活も上映した）の、西映画劇場 （現在は、山車の 

倉庫になっている）だった。自分としては一日千秋の思いでその日を待った。 

そしてその日、映画を観終わったときの感想は前評判どうりで、頭をぶん殴られたような感動を覚えたのを

記憶している。ところが今になって映画の何処にそんなに魅かれたのだろうか、なかなか旨い言葉には言い

表せないでいた。 

ところが平成１７年のある日の毎日新聞記事に、ジェームス・ディーン没後５０年に寄せて、評論家の川本

三郎氏が「泣く男の登場」というタイトルで寄稿しているのを面白く読んだ。ハリウッド映画の世界では、男性

スターは男性的な強さが重視されまず泣かなかったというのだ。ゲイリー・クーパーもハンフリー・ボガード

も、クラーク・ゲイブルも、ジョン・ウェインも泣かなかった。人前で涙を見せるなど男性として失格だという考え

方が強くあったようだ。 

これまでの、強くたくましく頼りになる大人の男と違ってジェームス・ディーンは、弱々しく繊細な若者だっ

た。ハリウッド映画史上はじめて登場した、傷つきやすい若者といっていい。 

戦後の若者スターの随一はマーロン・ブランドだったというがブランドには野生的な逞しさがあり反抗的な

ふてぶてしさがあつた。ジェームス・ディーンはマーロン・ブランドのイミテーションのように云われたがマーロ

ン・ブランドのような強烈な個性はなかった。ジェームス・ディーンは映画の中でよく泣いたというものだ。

我々が子供の頃、親父から男はめそめそなくもんじゃないと教育されてきた。だから自分はそう思っていたし

子供にもそう云ってきたように記憶している。 

では、自分は泣くことを知らないかといえばそうではない。小学生のころ学校で映画教室に連れて行かれ

主人公の不遇に涙したり、疎開していた友達と別れを惜しんで泣いたり、兄や友達と喧嘩して何時も負けて

泣いた。また、母親の涙にもらい泣きしたりと意外と泣いた記憶がある。サラリーマン時代にも顔で笑って心

で泣いてという場面は多々あった？両親や兄弟が立て続けに亡くなったことも心の中は毎日涙だった。また

最近は年のせいか、涙もろくなりドラマを見ていても涙がこぼれてしまう今日この頃である。涙にもいろいろあ

るが今は男だろうと涙を我慢する時代でもないしとにかく自然体がいいね。 

私がジェームス・ディーンの出演する作品に感動したのは、川本三郎氏が言っているように“弱い男”を 

演じる男の登場への新鮮さだった（この映画を転機にハリウッド男優の涙も当たり前になったようだ。）といっ

ているがまさに正解を得た思いだった。 

一昨年（平成１７年）のＮＨＫのＢＳ放送ではジェームス・ディーン没後５０年の特集を組み、彼の出演した

作品や彼の死後創られた回顧映画、｢ジェームス・ディーンのすべて：青春よ永遠に｣、｢ジェームス・デｨーン

物語｣なども放送された。また新聞や雑誌に、彼に関わる回顧記事（例えば｢泣く男の登場｣などなど。）が多

く見られた。また、本屋さんでは写真集などの出版物も散見された。 

自分は、久しく会わなかった友達に出会ったように懐かしく見させていただき若かりし頃を回顧している。

他に、彼のポスターやポートレートなども相変わらず人気を呼んでいるようだ。 

没後５０余年以上もして脈々と行き続ける彼の人気に現役ハリウッドスターが羨望のまなざしでいるという

話題を耳にしたことがある。彼は人気の絶頂期に亡くなったためそのときの評価のままでいられるというの

だ。 

現在日本では、韓国映画「冬のソナタ」に主演した韓国人俳優のヨン様ブームとやらで年配の女性たちが

夢中になり映画の舞台となった韓国まで出かけロケ地を訪ね歩き自分の初恋と重ねあわせて青春を回顧し

ているという。「エデンの東」がヒットした当時もそうだった。あれから５０余年、昭和は遠くなってしまったがい

くら時代は移ろい変わろうが名作に感動する気持ちと行動はいつの時代でも同様であり、私もその感動する 

心をずっともち続けたいなと思っている。                                ＜ 完 ＞ 

 

＜大槻伸次さんです＞ 

 



（４）No．１７８ 

◇ お し ら せ ◇ 

  日時 場所 申込み、その他 

1 
２月の 
 囲碁愛好会 

２月１８日（月） 
９：３０～ 赤城倶楽部 ご自由にご参加ください 

２ ２月の麻雀会 
２月１４日（木） 
２月２８日（木） 
９：３０～１７：００ 

赤城倶楽部 
会費２０００円 

申込み 2/12(火) 26 日(火) 
下山國夫（0277-78-3204） 
荒井昭三（0276-52-0803） 

３ 
第５０回冬季 
グラウンドゴルフ 
      大会 

２月１８日（月） 
９：３０～ 

（集合 ９：１５） 

利根ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 
ｺﾞﾙﾌ場 

（会費：500 円）  

申込：２月１４日（木） 

高橋勝美（0276-52-0398） 
（雨天中止） 

４ ゴルフ愛好会例会 ４月上旪予定 
萩原（56-3852）関根（31-8410） 

川口（56-2678） 

長谷川（0270-74-2056） 

５ 
３月の 

パソコンサークル 

３月３日（月） 

１３：３０～１５：３０ 
労組事務室 ご自由にご参加ください 

６ 
３月の 

カラオケ月例会 

３月３日（月） 

１７：３０～２０：３０ 

カラオケ本舗 
「まねきねこ」 

0276-52-3450 

申込み：2 月 29 日（金）まで 
佐藤辰利（0276-52-4688） 
大橋  浩（0276-52-3866） 

７ 編集委員会 
２月１８日（月） 
１３：３０～ 

組合会議室 
都合の悪い場合は、事務局ま

で忘れずにご連絡をお願いい

たします ８ 幹事会 
３月３日（月） 
１６：００～ 

９ 
【ボランティア】 

 

 

   

 

編集後記  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発  行     2008-2-4  No.178            発行責任者  長嶺  元 

編集：「菱の実会だより」編集委員会    三菱電機労働組合群馬支部 

〒370-0492 群馬県太田市岩松町 800  ℡ 0276-52-3874 Fax 0276-52-3207 

菱の実会だよりホームページ アドレス http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/ 

第二次世界大戦の体験を語るって！ええっ？宝泉小学校 6 年生の各クラスでは、毎年 12 月 8日の

開戦記念日の前後に、土地の古老を招集して、戦争体験を聞く日を設けている。 

 彼らは事前に本やインターネットで大戦の様子を調べた上で、戦争体験者の話を直接聴き、色々質

問して実態を知り、最後に壁新聞にまとめて発表する。この行事の存在は、我が家に戻った時から知っ

ていたが、自分に戦争体験を語る番が回って来ようとは。中島飛行機工場がすぐ裏にあったことによる

空襲や灯火管制・防空壕の話、食糧難とか大戦末期の悲惨な体験の話ししか出来なかったが、しかし

体験者としてのメッセージを２，３話した。感想文を見る限り、伝わったようだ。今回は宝泉地区の 10人の

古老？が応召していたが、出征体験者はゼロで、応召の直前で終戦になった人を最年長に、最年尐は

勿論私であった。人的には既に第二次世界大戦は遠い過去のもので、その語りべが自分の世代になっ

ていることを感じたひと時であった。新年に当り永遠の平和を願うのみ。 

 うん？編集後記と関係なかったかな？                         （細野編集委員記） 


